
日
隆
聖
人
著

『名
目
見
聞
』
の
一
考
察

日
隆
聖
人
著

『名
目
見
聞
』
の

一
考
察

大

平

宏

一
、
問
題

の
所
在

日
隆
聖
人
著

『
名
目
見
聞
』
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
具
さ
に
は

『
日
蓮
所
立
本
門
法
華
宗
五
時
四
教
名
目
見
聞
』
（以
下
、
『
見
聞
』

と
略
称
）
と
い
い
、
『
十
三
間
答
抄
』

『
法
華
天
台
両
宗
勝
劣
抄
』
等
よ
り
後
、
『
本
門
弘
経
抄
』
よ
り
前
の
著
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

『
見
聞
』
は
、
日
蓮
教
学
を
構
成
す
る
基
礎
的
名
目
を
解
説
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
中
で
、
題
号
釈
の
部
分
で
あ
る
初
の
二
巻

公
一帖
）
を

『
二
帖
抄
』
、
法
華
の
下
で
あ
る
五
巻

（五
帖
）
を

『
五
帖
抄
」
と
称
し
て
、
従
来
、
特
別
に
研
鑽
せ
ら
れ
、
宛
も
別
個
の
著

作
の
如
き
観
が
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
れ
は

『
二
帖
抄
』

『
五
帖
抄
』
が
、
聖
人
の
著
作
の
中
で
も
比
較
的
容
易
に
理
解
が
得
ら
れ
る
為

で
、
共
に
日
隆
教
学
の
大
綱
を
知
る
為
に
ま
ず
読
む
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
も
周
知
の
事
柄
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で

『
見
聞
』
に
つ
い
て
、
信
隆
日
秀
上
人
の

『
両
山
歴
譜
写
書
継
稿
』
で
は
、
い
わ
ゆ
る
御
聖
教
に
関
す
る
記
述
の
中
で

右
之
内
、
名
目
見
聞
全
十
巻

（或
′、十
二
巻
、
或
′、十
六
巻
）
開
合
ノ
異
也

（
ガ
「
―
一
つ
）

と
云
い
、
こ
の
例
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
普
通
に

『
見
聞
』
は
全
十
巻
と
云
わ
れ
て
い
る
。
然
る
に

『
見
聞
』
中
に
は
、
第
十

一
、
第

十
二
等
の
調
巻
番
号
の
付
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
直
ち
に
全
十
巻
と
は
考
え
難
い
上
に
、

『
見
聞
』
の
真
蹟
は
、
本
興
寺
に
格
護
さ
れ
て

現
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
調
巻
の
不
同
が
あ

っ
て
、
そ
れ
が
開
合
の
異
で
あ
る
と
い
う
の
も
不
審
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
と
り
た
て

-56-



て
問
題
と
す
べ
き
事
柄
で
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
も
す
る
の
で
あ
る
が
、
然
し
こ
の
疑
間
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
、
『
見
聞
』

の
真
蹟
諸

本
の
奥
書
等
の
異
同
や
そ
の
構
成
を
調
査
す
る
時
、
『
見
聞
』
の
成
立
に
関
し
て
無
視
で
き
な
い
事
実
が
判
明
す
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

以
下
、
調
査
の
結
果
と
、
私
見
を
記
し
、
御
叱
正
を
御
願
い
し
た
い
と
思
う
。

二
、

『
見

聞

』
の
御
真
蹟

に

つ
い
て

御
真
蹟
に
散
見
す
る
記
事
を

一
々
抄
録
す
る
こ
と
は
、
煩
雑
で
は
あ
る
が
、
必
要
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
、
順
を
追

っ
て
検

討
し
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
い
。

ま
ず
、
本
興
寺
二
十
八
世
日
顕
上
人

（
Ｉ
舎
〓
２
〓
ハ
九
こ

の

『
御
聖
教
惣
目
録
』

（以
下
、
『
顕
録
』
と
略
称
）
を
み
る
と
、
以
下

の
諸
本
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
本
興
寺
に
現
存
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

『
顕
録
』
は
、
巻
本
目
録
と
縫
本

目
録
よ
り
成
る
が
、
巻
本
目
録
の
方
の
標
題
は
記
さ
れ
て
い
ず
、
「
御
聖
教
惣
目
録
」
の
標
題
の
次
に
直
ち
に
巻
本
の
記
事
が
あ
る
。

然
し
、
今
は
便
宜
上
、
両
者
を
分
別
し
て
、
記
す
る
こ
と
と
す
る
。
（ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
文
字
と
句
読
点
、
返
り
点
等
は
筆
者
）

「
巻
本
目
録
」
中

一
、
名
目
見
聞
　
十
巻

　

（Ａ
）

一
、
名
目
見
聞
条
箇
　
一
巻

　

（Ｂ
）

但
七
帖
之
条
箇
有
レ
之
、
余
三
帖
条
箇
、
中
古
紛
失
、
合
十

一
巻
、
右
隆
師
御
真
筆

一
、
五
帖
抄
　
五
巻

　

（Ｃ
）

但
第
五
巻
初
少
不
足
、
右
隆
師
御
真
筆

一
、
五
帖
抄
　
全
部
　
五
巻

　

（Ｄ
）

日
隆
聖
人
著

『名
目
見
間
』
の
一
考
察
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日
隆
聖
人
著

『名
目
見
間
』
の
一
考
察

但
代
筆
欺
、
前
後
所
々
隆
師
御
筆
之
此
五
帖
抄

ハ
発
心
者
素
桂
、
予
在
住
内
寄
二
附
之
一、

「
縫
本
目
録
」
中

一
、
名
目
見
聞
　
七
帖

　

（Ｅ
）

内
、
題
号
下
　
一
一帖
　
第

一
、
第
二

序
下
　
四
帖
　
第
二
、
第
五
、
第
十
、
第
十

一
、

三
蔵
教
下
　
一
帖
　
第
十
二
、

合
七
帖
、
右
隆
師
御
真
筆

以
上
で
あ
る
が
、
現
在
、
全
巻
複
写
は
Ａ
２
Ｃ
の
み
で
あ
り
、
Ｄ

ｏ
Ｅ
は
、
遺
憾
な
が
ら
、
本
文
に
亘
っ
て
精
査
す
る
に
至

っ
て
い
な

い
。さ

て
、
右
よ
り
直
ち
に
気
づ
か
れ
る
こ
と
は
、
御
聖
教
中
、
御
真
筆
の
異
本
の
存
在
す
る
も
の
と
し
て
は
珍
ら
し
い
例
に
属

す

る

こ

と
、
目
録
か
ら
は

『
名
目
見
聞
』
と

『
五
帖
抄
』
と
は
別
本
の
如
く
み
え
る
こ
と
、
ま
た

『
見
聞
』
は
通
常
、
全
十
巻
と
云
わ
れ
る
に
も

関
わ
ら
ず

「
第
十

一
、
第
十
二
」
等
と
あ
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
以
下
、
御
真
蹟
を
拝
す
る
の
は
、
主
と
し
て
こ
の
調
巻
如
何
の
問
題

を
解
決
せ
ん
が
為
で
あ
る
。

Ｏ
Ａ
２
Ｃ
本

ま
ず
条
箇

（Ｂ
）
で
は
、
『
顕
録
』
の
注
記
の
如
く
、
第

一

（題
号
の
下
の
第
こ

・
第
四

・
第
十
二
の
三
帖
分
が
欠
落
し
て
い
る
。
猶
、

そ
の
外
に
第
六

・
七

・
八
の
三
帖
分
も
な
い
が
、
こ
れ
は

『
五
帖
抄
』
分
に
相
当
す
る

（後
に
言
及
）
故
で
あ
り
、
『
顕
録
』

に
も
度
外

視
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
中
古
の
紛
失
分
は
仕
方
な
い
と
し
て
、
問
題
は
、
調
巻
の
順
序
を
示
す

「
第

一
」
等
が

一
度
記
さ
れ
た
も
の
も

す
べ
て
消
去
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
日
隆
聖
人
御
真
筆
の
文
字

・
文
章
を
後
人
が
消
去
し
た
事
例
は
ま
ず
皆
無
と
み
て
よ
い
か
ら
、
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こ
れ
は
隆
師
自
身
の
意
志
に
よ
る
消
去
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
第
十
二
巻
相
当

の
三
蔵

の
下

（七
賢
の
下
、
三
賢
の

下
）
に
は
、
当
初
よ
り
調
巻
番
号
が
な
く
、
ま
た
本
文
中
の
標
題
に
は
存
す

る
所
の

「
序
の
下
」

（第
二
・
四
・
五
ｏ
九
・
十
・
十
一
が
含
ま

れ
る
。
後
に
言
及
）
の
標
示
が

一
切
な
い
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

次
に
本
文

（Ａ
）
に
お
け
る
巻
首

・
巻
末
の
真
筆
の
記
事
を
抄
録
し
て
み
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

（丸
括
弧
は
す
べ
て
筆
者
又
、
」
は

改
行
を
示
す
）

（第

一　
巻
）

（内
題
）
日
蓮
所
立
本
門
法
花
宗
五
時
四
教
名
目
見
聞

（以
下
、
日
蓮
見
乃
至
間
、
と
略
記
す
）

題
号
下
　
一
一帖
内
第

一
」

（巻
末
、
同
文
）

（第

一
一
巻
）

（外
題
）
日
蓮
宗
名
目
見
聞
第
二
　
題
号
下
」

（内
題
）
日
蓮
♂
見
問
　
題
号
下
三
帖
内
第
二
」
（巻
末
、
同
文
）

（第

二
一
巻
）

（外
題
）
日
蓮
宗
名
目
見
聞
第
二
」

（内
題
）
日
蓮
♂
見
聞
　
序
下
」
化
儀
化
法
四
教
下
」

（巻
末
）
以
下
化
儀
化
法
四
教
下
畢
」
次
ハ
五
時
也
下
可
書
之
」

（第

四

巻
）

（内
題
）
日
蓮
♂
見
聞
　
序
下
」
五
時
下
　
末
花
厳
下
」

（巻
末
）
以
下
花
厳
下
畢
」

（第

〓ユ
巻
）

（内
題
）
日
蓮
♂
見
聞
　
序
下
」
阿
含
方
等
般
若
下
」
（巻
末
略
）

（第

九

巻
）

（外
題
）
日
蓮
宗
名
目
見
聞
第
九
　
序
下
」

（内
題
）
日
蓮
♂
見
聞
　
序
下
」
涅
槃
下
　
末
三
乗
下
」

（巻
末
）
涅
槃
経
下
　
一二
乗
下
畢
　
次
帖
初
一
四
門
在
之
ξ
」

日
隆
聖
人
著

『
名
目
見
聞
』
の
一
考
察
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日
隆
聖
人
著

『名
目
見
聞
』
の
一
考
察

日
蓮
♂
見
聞
　
序
下
」

（第

十

巻
）

（外
題
）
日
蓮
宗
名
目
見
聞
第
十
　
序
下
」

（内
題
）
日
蓮
♂
見
聞
　
序
下
」
四
門
三
惑
二
諦
三
諦
下
」

（巻
末
）
四
門
三
惑
二
諦
下
畢
」
三
諦
下
未
畢
此
三
諦
次
帖
之
初

マ
テ
書
之
ξ
　
次
帖
初
本
性
三
諦
事
ト
ダ
」

日
蓮
♂
見
聞
　
序
下
」

（第
十

一
巻
）

（内
題
）
日
蓮
♂
見
聞
　
序
下
」
三
諦
下
上
帖
末
三
諦
事
書
初
之
野
　
一二
身
四
土
下
」

（巻
末
）
己
上
四
土
下
畢
」
日
蓮
♂
見
聞
序
下
畢
」

（第
十
二
巻
）

（内
題
）
日
蓮
♂
見
聞
」
三
蔵
教
下
　
上
帖
序
下
寛
」
　

七
賢
下
　
一二
賢
下
」

（巻
末
）
三
蔵
教
下
　
七
賢
三
賢
下
畢
」
次
帖
之
初

ハ

四
善
根
下
ダ
」
　

日
蓮
♂
見
聞
」

（第
十
二
巻
）

（外
題
）
三
蔵
四
善
根
下
」

（内
題
）
日
蓮
♂
見
聞
」
三
蔵
教
下
」
四
善
根
下
」
（巻
末
記
事
ナ
シ
）

以
上
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
調
巻
番
号
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
第

一
・
三

・
三

・
九

・
十
の
み
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
但
し
、
〓
一と
四
、

十
と
十

一
と
十
二
は
、
連
続
し
て
い
る
こ
と
が
、
巻
末
の
記
事
等
で
わ
か
る
。
内
容
上
か
ら
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
は
、
項

を
改
め
て
考
察
し
た
い
。
ま
た
、
本
文

（Ａ
）
で
は
、
条
箇

（Ｂ
）
に
な
か

っ
た

「
序
の
下
」
の
標
示
が
あ
り
、
且
亦
、
題
号
の
下
三
帖

分
を
除
い
て
は
、
Ａ
本
の
内
題

・
巻
末
に
調
巻
番
号
が
み
ら
れ
ず
、
外
題
に
示
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

扱
て
次
に
、
五
帖
抄

（Ｃ
）
に
つ
い
て
、
同
様
の
記
事
を
整
理
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

（消
去
）

（第

一
帖
）

（巻
首
、
隆
師
筆
条
箇
）
第
六
」
法
花
下

″
・

ク

（隆
師
）
法
花
下
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（他
筆
条
箇
末
）
本
門
法
華
宗
五
時
四
教
名
目
見
聞
　
法
華
下

五
帖
之
内
第

一
」

（以
下
、
本
門
法
華
乃
至
見
間
、
等
と
略
記
）

（本
文
初
、
隆
師
）
第
五
時
法
花
下
　
□
□

（消
去
、
或
は
第
六
の
二
字
か
。
猶
、
こ
の
左
横
に
三
字
消
去
、
□
帖
内
か
。）

″
　
″

（巻
末
、
隆
師
）
本
門
法
花
♂
見
聞
　
法
花
下
　
五
帖
内
第

一
」
本
興
寺
流
述
記
）

（第
二
帖
）

（隆
師
）
妙
下
」

（他
筆
、
条
箇
末
）
本
門
法
華
♂
見
聞
　
法
華
下
　
五
帖
内
第
二
」

（巻
末
、
隆
師
）
日
蓮
♂
見
聞
　
法
花
下
　
五
帖
内
第
二
」
本
興
寺
流
之
述
記
」

（第
二
帖
）

（隆
師
）
妙

一
字
下
」

（本
文
初
、
隆
師
）
本
門
法
花
♂
見
聞
　
法
花
下
　
五
帖
内
第
二
」

（巻
末
、
隆
師
）
本
門
法
花
♂
見
聞
　
法
華
下
　
五
帖
之
内
第
二
」
本
興
支
流
之
述
記
）

（第
四
帖
）

（外
題
、
隆
師
）
本
門
法
花
♂
見
聞
　
法
花
下
　
五
帖
内
第
四
」

（隆
師
）
経

一
字
下
」

（本
文
初
、
隆
師
）
本
門
法
花
♂
見
聞
、
法
花
下
　
五
帖
内
第
四
」

（巻
末
隆
師
）
本
門
法
花
♂
見
聞
　
法
花
下
　
五
帖
内
第
四
」

（第
五
帖
）

（巻
初
中
古
に
紛
失
の
由
、
顕
師
の
記
事
あ
り
）

（巻
末
隆
師
）
本
門
法
花
♂
見
聞
　
五
帖
内
第
五
」
摂
州
尼
崎
本
興
寺
述
記
」

以
上
よ
り
、
『
五
帖
抄
』
が

『
見
聞
」
と
別
個
の
著
作
で
は
な
く
、
『
見
聞
』
の

一
部
を
な
す

（法
華
の
下
）
こ
と
が
確
認
で
き
る
こ
と
、

ま
た
当
初
は
法
華
の
下
が
第
六
巻
よ
り
は
じ
ま
る
筈
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
従

っ
て
第
六
２
八
の
三
巻
が
そ
の
予
定
の
部
分
で
あ

っ

た
こ
と
が
推
量
さ
れ
る
。
次
に
現
在
み
ら
れ
る
如
き

『
五
帖
抄
』
の
調
巻
も
隆
師
の
意
志
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
の
で

日
隆
聖
人
著

『名
目
見
聞
』
の
一
考
察
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日
隆
聖
人
著

『
名
目
見
聞
』
の
一
考
察

あ
る
。

Ｏ
Ｄ
本

次
に

『
五
帖
抄
』
の
異
本
の
Ｄ
本
で
あ
る
が
、
『
顕
録
』
に

「
但
代
筆
欺
、
前
後
所
々
隆
師
御
筆

後

略
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
殆
ん
ど

が
他
筆
で
あ
る
が
、
題
号
や
本
文
の

一
部
に
隆
師
の
手
蹟
が
み
ら
れ
、
返
り
点

・
送
り
仮
名
な
ど
を
附
さ
れ
た
所
も
あ
る
。
こ
れ
が
日
隆

聖
人
の
御
真
蹟
本
と
同
等
の
価
値
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
Ｃ
本
に
於
て
第
五
帖
の
初
の
部
分
が
不
足
し
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
こ
の
Ｄ
本
に
よ

っ
て
補
い
得
る
の
は
誠
に
幸
い
で
あ
る
。

Ｄ
本
の
奥
書
等
を
み
る
と
、
こ
れ
が
本
興
寺
の
所
有
す
る
所
と
な
る
迄
に
は
、
か
な
り
紆
余
曲
折
の
あ

っ
た
模
様
で
、
例
せ
ば
、
第

一

帖
奥
書
を
掲
載
す
れ
ば
、

（隆
師
真
筆
）
本
興
寺
流
之
述
記
」

（他
筆
）

　

日
仙
花
押
」

（他
筆
）
　

持
主
日
上
」

（他
筆
）
　

当
主
沼
津
ノ
中
将
」

（他
筆
）
　

　

此
．Ｆ
帖
抄
者
為
．．プ
本
能
寺
常
在
院
日
要
μ

所
持
秘
蔵
之
抄
一而
レ圧
伝
レレ′、予
二ん
欲
スレ令
ン「
弘
通
」

如
ク
¨
ラ意
ノ干
レ時
寛
文
第
六
丙
午
年

八
月
十
七
日
」
感
〓
得
之
こ

本
龍
院
印
」

（
日
顕
筆
）
　

此
ノ
五
帖
抄
ハ寺
外
二有リ
レ
之
然
ル処
溌
心
者
素
桂
企
テ
■

字
」

書
フ
一以
チ
ニ世
財
ヮ
一求
メ
ニ
此
ノ
抄
フ
一本
興
寺
江
奉
ル
ニ
寄
進
シ
一者
也
」

貞
享
第
二
丙

寅
正
月
廿
三
日
」
日
顕
花
押
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
幾
度
も
所
有
者
が
替

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
右
の

「
日
仙
」
と
は
、
或
は
本

ヽ
興
特

・
妙
蓮
寺
に
貫
首
と
な
り
な
が

ら
遺
言
で
歴
世
に
加
わ
ら
な
か

っ
た
日
仙
上
人

（金
光
院
、
一
四
七
六
２
一
五
五
八
）
の
事
か
も
し
れ
な
い
。
「
日
上
」
と

「
沼
津
ノ
中
将
」
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は

『
法
華
宗
年
表
』
に
も
関
係
記
事
が
な
く
不
明
で
あ
り
、
後
考

に
倹
ち
た

い
。
ま
た

「
本
能
寺
常
在
院
日
要
」
も
不
明
で
あ
る
が
、

『
年
表
』
に
は
嘉
吉
二
年

（
一
四
四
一し
、
本
興
寺
僧
常
住
院
日
要
上
人
の
塔
頭
本
教
院
創
立
の
こ
と
が
み
え
る
。
同
じ
人
物
か
否
か
興
味

の
あ
る
所
で
あ
る
。
「
本
龍
院
」
に
つ
い
て
は

「
年
表
』
の
寛
文
三
年

（
三
ハ
杢
こ

の
項
に
、
妙
蓮
寺
役
僧

の

「
本
龍
院
」
な
る
人
物
の

こ
と
が
み
え
る
。
同

一
人
物
で
あ
る
確
証
は
な
い
が
、
年
代
は
合
致
す
る
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
Ｄ
本
は
こ
れ
ら
の
人
々
の
手
を
経
て
、
日

顕
上
人
の
代
に
本
興
寺

へ
戻

っ
た
の
で
、　
そ
の
功
労
者
は
素
桂
な
る
人
で
あ
る
が
、
『
年
表
』
の
索
引
に
も
名
は
み
え
ず
、
経
歴
な
ど
は

知
ら
れ
な
い
。
御
聖
教
の
中
に
は
、
こ
の
よ
う
な
篤
信
者
に
よ

っ
て
今
日
ま
で
伝
え
ら
れ
た
も
の
の
あ
る
こ
と
を
深
く
感
銘
さ
せ
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

さ
て
、
Ｄ
本
に
於
て
今
の
場
合
、
最
も
興
味
あ
る
事
実
は
、
次
の
記
事
で
あ
る
。
即
ち
、
第

一
帖
の

（本
文
初
、
他
筆
）
本
門
法
花
宗
五
時
四
教
名
目
見
聞
　
副
磋
）
齢
た
型
駄
字
、
隆
師
筆
）

″
″
　
五
帖
内
第

一

第
五
時
法
花
下
」

と
、
第
四
帖
の

（本
文
初
、
隆
師
筆
）
本
門
法
花
宗
五
時
四
教
名
目
見
聞
　
法
花
下

五
帖
内
第
四

（本
文
中
間
、
他
筆
）

を
合
せ
み
る
と
、
Ｄ
本
の
筆
者
は
、
初
め

『
五
帖
抄
』
即
ち

「
法
花
の
下
」
を

「
序
の
下
」
に
合
ま
れ
る
も
の
と
し
て
書
写
し
て
い
る
こ

と
、
及
び
そ
れ
が
、
隆
師
に
よ
っ
て
消
去
せ
ら
れ
て
、
単
に

「
法
花
の
下
」
と
な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
Ｃ
本
は
前
述
の
如
く

「
序
の

下
」
の
記
載
な
く
、
単
に

「
法
花
の
下
」
で
あ
る
。
こ
の
点
の
み
を
論
拠
と
す
れ
ば
、
Ｄ
本
は
Ｃ
本
の
前
段
階
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ

日
隆
聖
人
著

『名
目
見
間
』
の
一
考
察

″日
″蓮^″所 こ
″立の
″本行
″門消
″法去
″花
V
″宗
″ヨニ
″時
″四
″教
″名
″目
″見
″聞

″
法″序″
花″下″
下
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日
隆
聖
人
著

『名
目
見
間
』
の
一
考
察

う
か
。
即
ち
、
両
者
の
間
に

「
法
花
の
下
」
が

「
序
の
下
」
よ
り
独
立
し
た
と
み
れ
ば
、
こ
の
相
異
を
自
然

に
理
解
で
き
る
か
ら
で
あ

る
。
更
に
両
本
の
本
文
対
校
を
期
す
る
所
以
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
「
序
の
下
」
と
は
、
恐
ら
く

「
三
蔵
教
の
下
」
以
下

（即
ち
、
現
存
本
の
第
十
二
、
三
帖
分
）
に
対
す
る
序

の
意
味
で
あ
ろ
う

事
が
推
測
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
で
な
け
れ
ば

「
序
」
の
意
味
す
る
所
が
不
明
で
あ
る
。
「
法
華
の
下
」
が

「
序
の
下
」
の

一
部
で
な
く
な

っ
た
の
は
、　
そ
れ
が
い
わ
ゆ
る
五
味
主
の
法
華
の
立
場
か
ら
記
述
さ
れ
た
為
に
、
「
序
の
下
」
に
含
ま
せ
る
の
が
不
適
当

と
考
え
ら
れ
た
こ
と
、
恐
ら
く
そ
れ
に
関
し
て
当
初
の
三
帖
が
五
帖
と
な
り
、　
一
見
、
別
行
本
の
如
き
形
と
な

っ
た
こ
と
と
が
、
関
係
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

Ｏ
Ｅ
本

Ｅ
本
七
冊
は
、
い
わ
ば
破
本
で
あ
り
、
殆
ん
ど
全
部
が
他
筆
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
表
紙
は
す
べ
て
隆
師
の
真
蹟
で
あ
り
、
調
巻
番
号
が

明
確
に
付
せ
ら
れ
て
い
る

（真
蹟
、
番
号
は

『
顕
録
』
参
照
）
点
が
重
要
で
あ
る
。
猶
ま
た
本
文
中
に
隆
師
の
書
き
入
れ
が
少
し
ず

つ
存

し
、
こ
れ
ま
た
Ｄ
本
の
Ｃ
本
に
対
す
る
関
係
の
如
く
、
Ａ
本
の
前
段
階
を
示
す
も
の
で
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
然
し
、
こ
れ
も
、
本
文

の
対
校
を
経
な
け
れ
ば
判
定
は
で
き
な
い
。

①
小
結

以
上
の
調
査
よ
り
次
の
事
柄
が
考
え
ら
れ
る
。

一
、

『
見
聞
』
は
現
存
本

（Ａ
２
Ｅ
）
に
拠
る
限
り
、
条
箇
共
で
全
十
六
巻
と
な

っ
て
い
る
事
。

二
、
そ
れ
は
後
世
に
そ
う
し
た
為
で
は
な
く
、
日
隆
聖
人
自
身
の
意
図
に
よ
る
こ
と
。

三
、

『
五
帖
抄
』
は
、
当
初
、
第
六

。
七

・
八
の
三
巻
分
と
な
る
筈
で
あ

っ
た
ら
し
い
こ
と
。

四
、
従

っ
て

『
見
聞
』
の
本
文
は
、
そ
れ
が
完
結
し
た
形
で
あ
る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
当
初
十

三
巻

の
予
定

で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
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Ｌ
Ｃ

。

五
、

「
法
花
の
下
」
も
、
当
初
は

「
序
の
下
」
に
含
ま
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
。

六
、
Ｃ
本
五
帖
の
奥
書
に
は

「
摂
州
尼
崎
本
興
寺
述
記
」
と
あ
り
、
伝
承
の
如
く
に
、
『
見
聞
』

は
本
興
寺
で
述
作
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
。

調
巻
に
関
し
て
は
、
こ
れ
で

一
往
結
論
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
更
に

『
見
聞
』
の
成
立
の
事
情
を
内
容
上
か
ら
考
察
す
る
時
、
前

項
の
中
、
三
２
五
の
結
論
が
裏
づ
け
ら
れ
も
す
る
の
で
あ
る
。
よ

っ
て
次
に
は
、
内
容
上
の
問
題
点
を
少
し
く
考
究
し
て
み
た
い
。

三
、
『見
聞
』
と

『
七
帖
見
聞
』

『
見
聞
』
を

一
読
す
る
時
、
直
ち
に
気
づ
か
れ
る
こ
と
は
、
台
家
の
諸
名
目
見
間
の
中
、
『
柏
原
七
帖
抄
」
と

『
四
帖
綱
目
抄
』
の
名

称
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
或
場
合
に
は
、
台
家
の
義
の
説
明
を
そ
れ
ら
の
書
物
に
譲

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
然
し
従
来
、
そ
の
事
の
意

味
す
る
所
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
な
か

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
管
見
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は

『
見
聞
』
成
立
の
大
き

な
契
機
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
軽
視
す
べ
き
事
柄
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
の
第

一
は
、
『
見
聞
』
の

「
方
等
之
下
、

説
時
之
相
」
（仏
立
轍
畔
期
刊
本
）
に

私
云
、
上
件
義
勢
諸
天
台
宗
名

目
見
聞
書
分
也
、
其
中

柏
原
七
帖
抄
教
観
両
義
不
レ
乱
故
用
レ
之
抜
出

記
ス
レ之
、
尤
可
レ
見
二合
之
一

ξ
。

と
あ
り
、
ま
た

「
三
惑
ノ
下
、
煩
悩
所
知
二
障
ノ
事
」
（却
就

し

の
箇
所
で
は

委
′、在リ
ニ
寂
照
坊
ゼ
帖
見
聞
二
・可
”
見
二
合
ス
之
一、
フ
　
為
ニ
レ
記サ
）ガ
日
蓮
宗
ギ
旨
一
網
目
囃
¨
之
）
此
ノ
抄
ニ
ハ四
帖
綱
目
抄
卜
興
フ
ニ
寂
照
坊
′
七
帖
広
見
潤
一以
テ

見
二
合

之
フ
一網
目
可
二
了
知
一、
是
則
法
門
正
路
也
、
其
外
諸
名
目
見
聞
多
分
法
門
邪
路
也
、
此
見
聞
常
談
法
門

移
ス二
七
帖
抄
Ｌ
バ
。

日
隆
聖
人
著

『名
目
見
聞
』
の
一
考
察
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日
隆
聖
人
著

『名
目
見
聞
』
の
一
考
察

と
あ
る
の
に
注
意
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
両
文
に
よ
っ
て
も

『
柏
原
七
帖
抄
』
と

『
四
帖
綱
目
抄
』
が
重
視
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
明
ら
か

で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
右
の

『
柏
原
七
帖
抄
』
と
は

『
柏
原
七
帖
見
聞
』

『
寂
照
坊
七
帖
見
聞
』

『
寂
照
坊
七
帖
広
見
聞
』
等
と
引
用
せ
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
同

一
書
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
、
柏
原
貞
舜

（
〓
曇
一四
２
一
四
一三

）
の

『
七
帖
見
聞
』
即
ち

『
天
台
名
目

類
衆
砂
』
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は

『
柏
原
七
帖
抄
』
等
の
名
称
よ
り
常
識
的
に
も

『
天
台
名
目
類
衆
抄
』
の

こ
と
と
考
え
ら
れ
、

ま
た

『
見
聞
』
の
構
成

・
内
容
が
そ
れ
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と

（後
述
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
次
に

『
四

帖
綱
目
抄
』
と
は
、
『
昭
和
現
存
天
台
宗
書
籍
綜
合
目
録
』

『
国
書
総
目
録
』

『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
等
に
よ
れ
ば
、
恐
ら
く

『
綱
目
抄
』

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
該
書
は
内
題
を

『
性
宗
名
目
私
砂
』
と
い
い
、
別
称
を

『
天
台
綱
目
砂
』
と
云
う
。
四
巻
で
、
什
覚

（
一
説
に
常
陸

国
信
太
郡
の
人
）
の
著
で
あ
り
、
著
作
年
は
未
詳
で
あ
る
が
、
寛
永
八
年
に
刊
行
せ
ら
れ
て
い
る
。

拠
て
、
前
掲
引
用
の
両
文
よ
り
し
て
、
次
の
事
が
明
ら
か
で
あ
る
。
即
ち

『
見
聞
』
は
、
日
蓮

（所
立
の
法
華
）
宗
の
宗
旨
を
顕
さ
ん

が
為
に
著
述
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
て
、
決
し
て
台
家
の
名
目
そ
の
ま
ゝ
を
記
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
、
従

っ
て
台
家
に
論
ず
る
所
の
細

部
に
亘
る
議
論

（即
ち
網
目
）
を
知
ろ
う
と
思
え
ば

『
七
帖
見
聞
』

『
四
帖
綱
目
抄
』
に
当

っ
て
み
る
べ
き
事
を
指
示
し
て
い
る
こ
と
、

そ
の
理
由
は
、
こ
の
両
書
は
台
家
の
諸
名
目
見
間
中
、
「
法
門
の
正
路
」
を
記
す
る
も
の
で
あ
る
故
で
、

そ
の

「
正
路
」
と
は

「
教
観
両

義
不
レ
乱
」
と
い
う
点
に
あ
る
こ
と
、
等
で
あ
る
。

こ
の
事
は
、
ま
た
隆
師
が
単
に

『
七
帖
見
聞
』

『
綱
目
抄
』
を
破
邪
顕
正
し
て
宗
祖
の
本
義
を
明
し
た
も
の
と
い
う
如
き
単
純
な
図
式

で
は
解
せ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
の
で
、
即
ち
当
家
教
学
の
前
提
と
な
る
べ
き
台
家
教
学
の
義
と
し
て
は
、
両
書
の
記

述
を
認
め
て
い
る

（無
論
、
そ
の
間
に
取
捨
選
択
は
あ
る
）
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
。
日
隆
聖
人
教
学
の
方
法
論
は
、
宗
祖
御
書
の
立
場
よ

り
天
台
三
大
部

（及
び
妙
楽
の
末
註
等
）
を
用
い
、
之
に
照
し
て
中
古
己
来
天
台
宗
の
法
門
に
真
偽
邪
正
を
分
ち
捨
邪
帰
正
す
る
も
の
と
さ

れ
る

（凛
聡
軌
Ｙ

こ
の
線
に
沿

っ
て
、
先
の
両
書
は
、
隆
師
の
意
に
適

っ
た
も
の
と
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
田
村
芳
朗
博
士
に
よ
れ
ば
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『
七
帖
見
聞
』
は
、
天
台
本
覚
思
想
の
集
大
成
の
書
と
せ
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
「
教
観
両
義
不
乱
」
の
故
に
之
を
用
う
と
せ
ら
れ
た
隆

師
の
理
解
す
る
所
の
天
台
教
学
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
日
隆
聖
人
は
、
そ
の
著
述
の
至
る
所
で
、
中
古
天
台
の
義
を
批

判
し
て
い
ら
れ
る
が
、
そ
れ
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
、
隆
師
に
お
け
る
天
台
宗
研
鑽
の
系
譜
も
そ
の
実
情
も
、
未
だ
明
確

に
さ
れ
て
い
な
い
と
言
っ
て
よ
い
の
で
、
こ
の
点
で
、
私
は
、
日
隆
聖
人
が
、
『
七
帖
見
聞
」
と

『
四
帖
綱
目
抄
』
を
選
択
さ
れ
た
点
に

寧
ろ
注
目
し
た
い
の
で
あ
る
。
隆
師
と
貞
舜

（
の
学
系
）
と
の
間
に
は
、
現
在
の
所
、
密
接
な
関
係
を
示
す
資
料
は
な
い
。
然
し
、
台
家

教
学
に
対
す
る
立
場
に
お
い
て
、
共
通
の
部
分
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
わ
け
で
あ
り
、
『
七
帖
見
聞
』
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、隆
師
の

台
学
に
対
す
る
立
場
の
解
明
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
の
主
題
よ
り
外
れ
る
の
で
、
別
の
機
会
を

得
て
考
え
て
み
た
い
。

『
七
帖
見
聞
』
と

『
四
帖
綱
目
抄
』
に
注
意
せ
ら
れ
る
第
二
の
理
由
は
、
先
に
も
少
し
く
言
吸
ｔ
た
が
、
両
者
、
殊
に

『
七
帖
見
聞
』

と

『
見
聞
』
と
は
、
構
成
と
文
章
表
現
の
上
に
、
密
接
な
関
係
が
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
隆
師
自
身
も
述
べ
ら
れ
る
所

で
あ
る
け
れ
ど
も
、
単
な
る
参
照
程
度
で
は
な
く
、
恐
ら
く
隆
師
は

『
七
帖
見
聞
』
を
座
右
に
お
き
、
そ
れ
の
叙
述
と
構
成
と
に
示
唆
さ

れ
つ
ゝ

『
見
聞
』
を
著
述
せ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
、
ほ
ゞ
誤
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
知
る
為
に
、
煩
雑
で
は
あ
る
が
、
両
書
の

目
次
を
対
照
さ
せ
て
み
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

日
隆
聖
人
著

『
名
目
見
聞
』
の
一
考
察
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日
隆
聖
人
著

『名
目
見
聞
』

七帖見聞⌒薇議林）

第

一
本
諸
宗
下

教
起
由
来
事

（中
間
略
）

真
言
宗
事

第

一
末
禅
法
事

（略
）

円
宗
事
宗
事
名
目
事

第
二
本
化
儀
化
法
下

（略
）

五
時
事

華
厳
事

の
一
考
察

日
隆
「見
聞
」

第

一
帖
題
号
下

宗
下

第
二
帖
宗
下
五
時
四
教
下

名
目
下

第
二
帖
序
下
化
儀
化
法
下

第
四
帖
五
時
下

華
厳
下

阿
含
事

方
等
事

般
若
事

法
華
事

涅
槃
事

法
華
涅
槃
同

十
種
五
味
事

第
二
末
三
乗
事

四
門
事

二
惑
事

二
諦
事

二
諦
事

二
身
事

四
種
仏
土
事

二
帖
抄

五
帖
阿
含
下

方
等
下

般
若
下

ユ↑
七
・八
帖

（法
華
下
＝
五
帖
抄
）

九
帖
涅
槃
下

三
乗
下

十
帖
四
門
下

三
惑
下

二
諦
下

三
諦
下

十

一
帖

三
諦
下
残

三
身
下

四
種
仏
土
下
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第
二
本
三
蔵
教
下

声
聞
乗
下

有
門
下

七
賢
事

二
賢
事

五
停
心
事

別
想
念
処
事

四
十
六
心
処

四
念
処
観
事

総
想
念
処
事

第
十
二
帖

三
蔵
教
下

七
賢
下

三
賢
下

五
停
心
下

別
想
念
処
下

総
想
念
処
下

第
十
三
帖

第
二
末
四
善
根
事
　
　
　
　
　
　
　
四
善
根
下

煙
法
事
　
　
　
　
　
　
　
　
煩
法
下

は潮刹縁事ヽ
ヽヽ
‐ヽい日融離「

、、
、
ハぃ
ヽ
世第二法

忍
法
事

世
第

一
法
事
ヽ
、
、
、
劇
＼
七
聖
位
下

第
四
本
　
　
　
　
　
　
　
＼

見
道
下

七聖位事　　　　　＼＼修道「↓

見
道
事

（略
）

修
道
事

（略
）

六
欲
天
事

（略
）

下
に 司院仏 こ
は見刊立 の
次 間の教巻

ご  学生

日
隆
聖
人
著

『
名
目
見
聞
』
の
一
考
察
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日
隆
聖
人
著

『名
目
見
間
』
の
一
考
察

こ
の
対
照
か
ら
直
ち
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
『
見
聞
』
の
構
成
は
、
全
く

『
七
帖
見
聞
』
の
構
成
に
負
う
て
い
る
と
云

っ
て
よ
く
、隆
師

が

『
七
帖
見
聞
』
の
項
目
を
追
い
な
が
ら
、
『
見
聞
』
を
記
し
て
い
か
れ
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
然
る
に
、
題
号
の
下
の
二
帖
分
は
、
や

ゝ
趣
き
を
異
に
し
て
い
て
、
『
見
聞
』
に
は
、
諸
宗
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
僅
か
し
か
み
ら
れ
な
い
。
逆
に
当
宗
の
教
義
の
大
綱
を
直
ち

に
記
せ
ら
れ
た
形
と
な

っ
て
お
り
、
特
に
、
彼
此
の
祖
で
あ
る
天
台
大
師
と
日
蓮
大
士
と
の
詳
細
な
る
徳
行
の
比
較
を
し
て
い
る
点
は
注

目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
ま
た
先
に
も
述
べ
た
如
く
、
「
法
華
の
下
」
は
、
当
初
第
六

・
七

ｏ
八
巻
と
な
る
べ
き
で
あ

っ
た
事
が
、
こ
の
対

照
を
試
み
る
と
き
、
更
に
明
瞭
と
な
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の

「
法
華
の
下
」
の
内
容
は
、
や
は
り
当
家
教
相
を
直
ち
に
述
べ
る

記
述
が
主
と
な

っ
て
、
『
七
帖
見
聞
』
の
構
想
と
は
自
か
ら
異

っ
た
も
の
と
な
り
、
『
五
帖
抄
」
と
し
て
宛
も
別
書
の
如
き
観
を
呈
す
る
も

の
と
な

っ
た
と
推
量
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に

『
七
帖
見
聞
』
と

『
見
聞
』
と
の
内
容
に
於
て
著
し
い
類
同
の
あ
る
事
を
み
る
為
に

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
ま
ず

『
七
帖
見
聞
』
第

二
本
の
化
儀
化
法
事

（天
台
蝶
趙
ａ書
二
一し

に

義
二云
夕
、
化
儀
卜
者
如
来
説
教
ノ儀
式
也
、
去
′、同
ジ
別
円
ナ
ント
モ華
厳
フ
ハ名
ヶ二
頓
ノ別
円
卜一方
等
般
若
ヮ
ハニ」
■ル軋
別
円
卜一也
、

馬
鴨
聾
ぽ

式
′五
一一故
也
、
化

法
卜
者
エシ
ク
対
シ
”
機
二所
″説
夕
法
門
也
、
依
テ
レ
之
二諦
観
′
四
教
儀
二云
ク
、
頓
等
′
四
教
′、
（は
が
）

と
あ
る
部
分
に
対
応
す
る
箇
所
を
み
る
と
、
『
見
聞
』
第
二
帖
、
化
儀
化
法
四
教
下

（私
墟
本
）
に
は
、

一
義
云
、
化
儀
者
釈
尊
説
法
儀
式
也
、
働
同
別
円

ド
モ華
厳
ハ名
ク
ニ
頓
別
円
一方
等
般
若

ハ成
ス
ニ
漸
別
円
一、
麦
知
、
約
ント
儀
式
方
計
一聞
、リ

化
法
卜
者
）
仏
正
シ
ク
加
レ
縫
説
ク
処
ノ
法
門
也
、
依テ
レ
之
二
四
教
儀
二
云夕
、
頓
等
′
四
教
′、
（は
か
）

と
あ

っ
て
、「
義
」
が

「
一
義
」
に
、
「
如
来
」
が

「
釈
尊
」
に
と
い
う
如
き
、
字
旬
の
異
は
あ
る
が
、
殆
ん
ど

『
七
帖
見
聞
』
の
文
章
を
踏

襲
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
特
別
に
よ
く
似
た
箇
所
を
選
定
し
た
結
果
で
は
な
く
、
ほ
ん
の

一
例
に
す
ぎ
な
い
。
よ
っ
て
隆
師

が

「
用
レ
之
抜
出

記
スレ
之
」
と
云
わ
れ
た
事
は
、
決
し
て

一
部
分
の
こ
と
で
は
な
く
、
全
体
と
し
て
云
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
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る
の
で
、
か
く
す
れ
ば
、
『
七
帖
見
聞
』
が

『
見
聞
』
成
立
に
関
し
て
大
変
重
要
な
役
割
を
荷

っ
て
い
た
事
が
首
肯
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
考
う
べ
き
事
は
、

『
見
聞
』
は

『
七
帖
見
聞
』

の
第
四
本
、
修
道
の
下
に
対
応
す
る
部
分
で
終

っ
て
お
り
、
そ
れ
は
何
故
か
と
い

う
事
で
あ
る
が
、
序
の
下
に
続
い
て
あ
る
べ
き
四
教
の
下
が
、
一二
蔵
教
の
下
の
中
途
で
終

っ
て
い
る
の
は
、
何
と
し
て
も
不
思
議
で
あ
る
。

凡
そ
日
隆
聖
人
の
著
作
は
、　
コ
一大
部
略
大
意
抄
』
を
除
い
て
は
す
べ
て
完
結
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
、
是
の
如
き
は
異
例
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
三
蔵
教
が
本
門
の
朽
木
書

（し
た
え
が
き
の
意
）
で
あ
る
と
御
聖
教
中
に
度
々
言
わ
れ
る
そ
の
事
に
よ
る
も

の
か
、
或
は
、
こ
れ
以
下
の
事
は

『
七
帖
見
聞
』
等
に
譲
ら
れ
た
も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
確
定
的
な
証
拠
は
な
い
。
そ

の
上
、
『
見
聞
』
第
十
三
帖
の
末
尾
を
み
る
と
、

而
仏
滅
後
流
通
正
法
時
国
小
乗
権
大
乗
也
、
次
辰
丹
国

で
終

っ
て
お
り
、
文
章
と
し
て
も
完
結
し
て
い
な
い
。
よ

っ
て
こ
れ
は
何
等
か
の
事
情
で
、
以
下
を
書
き
続
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
終

っ
て

し
ま

っ
た
事
を
示
す
の
で
あ
り
、
多
分
、
隆
師
の
関
心
が
、
『
本
門
弘
経
抄
』
コ
不
要
集
』
等
の
重
要
な
御
聖
教
述
作
の
方

へ
移

っ
て
、
時
間

が
と
れ
な
か

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
故
に
現
存
本
に
み
る
限
り
、
『
見
聞
』
は
、
未
完
の
書
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
わ
け
で
あ
ろ
う
。

四
、

『
見
間

』

の
成

立

に
関

し

て

以
上
、
御
真
蹟
に
散
見
す
る
僅
か
な
記
事
の
総
合
に
依

っ
て
得
ら
れ
た
結
論
は
、
『
見
聞
』
が

『
七
帖
見
聞
」

と
密
接
な
関
り
を
持
ち

乍
ら
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
事
を
考
慮
す
る
時
、　
一
層
明
ら
か
と
な
る
の
で
、

『
五
帖
抄
』
が
当
初
、
第
六
２
八
の
三
巻
分
と
な
る
筈

で
あ
り
、
「
序
の
下
」
の

一
部
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
『
七
帖
見
聞
』
の
構
成
と
対
照
す
る
時
、
そ
の
構
成
順
序
と
合
致
す
る
訳
で
あ
る
し
、

そ
う
し
た
場
合
、
『
見
聞
』
が
修
道
の
下
で
終

っ
て
お
り
、
而
も
未
完
結
で
あ
る
事
も
、　
一
目
瞭
然
と
な
る
。

故
に
、
現
存
本
で
み
る
限
り
、
『
見
聞
』
が
条
箇
共
で
十
六
巻
の
著
作
で
あ
り
、
未
完
の
著
で
あ
る
事
は
動
か
し
難
い
所
で
あ
ろ
う
。
そ

日
隆
聖
人
著

『名
目
見
聞
』
の
一
考
察
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日
隆
聖
人
著

『名
目
見
聞
』
の
一
考
察

れ
な
ら
ば
、
何
故
に
、
十
巻
、
或
は
十
三
巻
の
説
が
存
す
る
の
か
と

い
う
事

に
な

る
が
、
ま
ず
十
三
巻
説
は
、
当
初
予
定
の
巻
数
の
事

で
、
而
も
、
真
蹟
に
残
る
調
巻
番
号
を
尊
重
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
巻
数
で
あ
ろ
う
と
す
る

一
往
の
説
も
成
り
た
つ
。
然
し
、
そ
れ
に
は

五
帖
抄

（五
巻
）
の
去
就
が
不
明
と
な
る
か
ら
、
再
往
は
、
こ
の
数
え
方
も
決
定
的
と
は
な
ら
な
か

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
十
巻
説
は
、
或
は
、
最
初
隆
師
の
意
図
と
し
て
十
巻
の
著
作
で
あ

っ
た
と
い
う
伝
承
が
存
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
存
の
資

料
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
事
実
を
示
す
記
事
は

一
切
な
い
上
に
、
何
度
も
述
べ
た
よ
う
に
、
却

っ
て
こ
の
点
で
は
十
三
巻
説
と
な
る
べ
き

記
事
が
散
見
し
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
も
し
仮
に
、
最
初
隆
師
が
十
巻
と
せ
ら
れ
る
意
図
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
親
ら
十
三
巻
に
変
改
せ

ら
れ
た
痕
跡
し
か
残

っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
、
調
巻
の
数
と
し
て
は
不
適
当
で
あ
る
。
然
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
更
に
考
え

ら
れ
る
事
は
、
顕
師
の
修
覆
事
業
に
よ

っ
て
、
『
見
聞
』
の
現
存
本
は
、
前
掲
資
料

（Ａ
Ｂ
Ｃ
）
で
も
理
解
さ
れ
る
如
く
、

「
名
目
見
聞
十

巻
」
「
名
目
見
聞
条
箇

一
巻
」
「
五
帖
抄
五
巻
」
等
と
さ
れ
た
こ
と
で
、
こ
の
顕
師
の
記
事
に
よ

っ
て
、
「
名
目
見
聞
十
巻
」
が
熟
字
さ
れ
、

伝
播
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
事
で
あ
る
。
因
み
に
、
隆
師
自
身
が

『
見
聞
』
の
全
巻
数
を
あ
げ
ら
れ
た
記
事
は
な
い
よ

う

で
あ

り
、
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
も
明
ら
か
に
、
『
五
帖
抄
』
は

『
見
聞
』
の

一
部
分
を
構
成
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
『
五
帖
抄
」
と
、
そ
れ
以
外

を

『
名
目
見
聞
」
と
し
て
並
記
す
る
如
き
記
載
は
適
切
で
は
な
い
。
以
上
の
如
く
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
十
、
十
二
、
十
六
の
調
巻
の

不
同
は
開
合
の
異
で
は
な
く
、
十
、
十
二
巻
説
は
、
現
存
本
よ
り
は
成
立
し
な
い
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
前
来
、
些
細
な
事
に
論
及
し
す
ぎ
た
き
ら
い
が
あ
る
が
、
調
巻
に
対
す
る
疑
間
は
、
こ
れ
で

一
往
、
解
決
が
得
ら
れ
た
よ
う
に

思
う
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
と
共
に
、
『
見
聞
』
が

『
七
帖
見
聞
』

を
主
た
る
契
機
と
し
て
成
立
し
た
と
い
う
事
も
知
ら
れ
た
訳
で

あ
る
が
、
こ
の
事
は
、
日
隆
聖
人
の
著
作
全
体
を
み
る
時
に
、
又

一
つ
の
視
点
を
与
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
即
ち
、
従
来
、
隆
師
の

主
著
は
、
『
弘
経
抄
』
で
あ
り

『
宗
要
集
』
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
来
た
。
そ
れ
は
、
質

・
量
共
に
最
も
妥
当
な
見
解
な
の
で
あ
る
が
、隆

師
の
著
作
の
パ
タ
ー
ン
を
考
え
る
時
、
別
な
視
点
も
生
ず
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
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隆
師
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
恩
師
株
橋
日
涌
先
生
に
よ

っ
て
初
め
て
編
年
的
展
望
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
最
初
の
著
作
で
あ
る

『
御
書
文
段
』
は
別
と
し
て
、
『
十
三
間
答
抄
』

『
私
新
抄
』

『
四
帖
抄
』
は
、　
日
存

ｏ
日
道
両
聖
人
の
回
伝
等
に
よ
っ
て
、
日
隆
教
学

を
独
自
な
仕
方
で
構
築
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
そ
の
後
の
大
部
の
著
作
の
殆
ん
ど
が
、
特
定
の
書
物
、
或
は
テ
ー
マ
に

対
し
て
そ
の
教
学
体
系
を
適
用
し
て
解
説
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち

『
弘
経
抄
』
は
法
華
経
と
そ
の
解
釈
で
あ
る
天
台

三
大
部
本
末
等
を
対
象
と
し
、
国
不
要
集
』
は
、
天
台
の
宗
要
集
、
殊
に

『
類
衆
抄
』
等
を
契
機
と
し
、
『
三
大
部
略
大
意
抄
』
は
、
天
台

三
大
部
を
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
最
も
端
的
に
示
す
も
の
が
、
今
の

『
見
聞
』
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
著
作
の
パ
タ
ー
ン
よ
り
み
る
な
ら
ば
、
『
見
聞
』

『
弘
経
抄
』

『
宗
要
集
』

『
三
大
部
略
大
意
抄
』
は
、
『
私
新
抄
』
を
頂
点
と
す

る
初
期
の
著
述
に
示
さ
れ
た
聖
人
教
学
の
体
系
の
応
用
で
あ
り
展
開
で
あ
る
と
も
み
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
日
隆
聖
人
教
学
を
動

的
な
仕
方
で
拝
し
よ
う
と
す
る
時
、
こ
の
よ
う
な
視
点
を
設
定
す
る
事
は
、
又
、　
一
つ
の
有
効
な
手
段
と
な
り
得
る
も
の
と
思
う
の
で
あ

Ｚつ
。

五
、

あ
と
が
き

以
上
、
粗
雑
な
私
見
を
述
べ
た
が
、
資
料
の
観
方
や
調
査
の
不
充
分
な
点
も
多
い
と
思
う
。
ま
た
、
思
想
的
な
問
題
に
触
れ
得
な
か

っ

た
の
は
遺
憾
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
別
な
機
会
に
論
及
し
て
み
た
い
。
大
方
の
御
批
判
を
賜
ら
ば
と
念
ず
る
次
第
で
あ
る
。

附
記
　
小
稿
は
、

「
日
隆
聖
人
著

『名
目
見
聞
』
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
印
度
学
仏
教
学
研
究
第
二
四
巻
第

一
号
に
発
表
せ
る
拙
稿
が
、
論
証
の
部
分

を
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
、
改
稿
補
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。

〔註
〕

①
　
株
橋
諦
秀

（日
涌
）
先
生

「
日
隆
聖
人
教
学
の
序
説
」

『桂
林
学
叢
』
第
四
号
四
六
頁
。
及
び

『法
華
宗
名
目
見
問
題
号
釈
他
三
書
』
解
説
一
五

日
隆
聖
人
著

『名
目
見
聞
』
の
一
考
察
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日
隆
聖
人
著

『
名
目
見
間
』
の
一
考
察

一
頁
。

「
二
帖
抄
」
の
称
呼
は
、
隆
師
自
ら
の
も
の
で
あ
る
。　
コ
ハ
即
私
記
』
上
巻
。
皆
久
資
料
第
五
巻

一
三
〇
頁
。

『
桂
林
学
叢
』
第
四
号
二
三

一
頁
以
下
。

『桂
林
学
叢
』
第
四
号
二
三
六
頁
下
段
に
は

「索
桂
」
と
あ
る
も
、

「素
桂
」
の
誤
植
で
あ
る
。

こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
、
弘
経
抄
重
本

（
『顕
録
』
前
掲
二
三
四
頁
下
）
及
び
直
弟
智
本
師
筆

『
四
帖
抄
』

（同
二
二
九
上
）
等
に
注
意
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
一
文
の
読
み
が
明
了
で
な
い
が
、
今
は
以
上
の
如
く
解
し
た
。
御
教
示
を
乞
い
た
い
。

顕
師
に
よ
っ
て
修
覆
さ
れ
た
御
聖
教
の
殆
ん
ど
す
べ
て
が
貞
享
三
年

（
一
六
八
六
）
正
月
廿

一
、
二
、
三
日
の
奥
書
を
有
す
る
。
拙
稿

「
本
興
寺
二

十
八
世
日
顕
上
人
の
御
聖
教
修
覆
事
業
に
つ
い
て
」

『宗
門
史
談
』
創
刊
号
五
三
頁
参
照
。

『
法
華
宗
年
表
』

一
五
五
八
年
の
項
参
照
。

契
黎
ノ
綱
目
抄

・
柏
原
七
帖
抄
二・ヽ

可
シＬ
留
之
フニ
ム
、
私
二云
ク、
柏
原
七
帖
見
間
二此
下
二人
間
′
八
苦
、
天
上′
五
衰
′事
有
りＬ
ａ
ｒ
バ
。」
企
却
吐
四
）
等
と
も
あ

管
見
に
ふ
れ
た
所
で
は
、
貞
舜
に
つ
い
て
は

「天
台
名
目
類
衆
砂
序
」

（天
台
宗
全
書
本
に
よ
る
）
に

「西
塔
南
尾
宝
園
院
院
主
、
柏
原
成
菩
提
院

開
基
」
と
あ
り
、
諸
書
に
通
称
と
し
て

「柏
原
貞
舜
」

と
云
わ
れ
て
い
る
が
、

「寂
照
坊
」

と
云
わ
れ
た
例
は
見
当
ら
ぬ
よ
う
で
あ
る
。
然
る
に

成
菩
提
院
に
つ
い
て

『
大
日
本
地
誌
大
系
』
近
江
国
輿
地
志
略
第
二
巻

（
二
四
三
ｂ
）
に
は

「天
台
宗
、
寂
照
山
円
乗
寺
成
菩
提
院
と
号
す
」
と
あ

る
。
之
に
よ
れ
ば
、
寂
照
坊
と
は
、
成
菩
提
院
の
山
号
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
更
に
考
え
た
い
。

『
渋
谷
目
録
」
に
は
、　
一
本
の
文
安
六
年

（
一
四
四
九
）
永
珍
の
序
を
載
せ
て

「凡
綱
目
者
、　
一
代
事
教
大
綱
也
、
性
宗
名
目
私
砂
者
、
上
総
国
長

南
什
覚
法
印
集
処
疏
臭
」
と
い
う
。

『
綱
目
抄
』
に
つ
い
て
論
及
せ
る
論
文
等
は
、
管
見
に
於
て
は
見
当
ら
な
い
。
御
教
示
を
乞
い
た
い
。

岩
波
日
本
思
想
大
系

『
天
台
本
覚
論
』
解
説

「天
台
本
覚
思
想
概
説
」
五
四
〇
頁
。

大
谷
大
学
図
書
館
の
御
厚
意
に
よ
っ
て
、
同
館
所
蔵
の
寛
永
八
年
刊
行
本
を

一
見
し
た
所
で
は

『性
宗
名
目
私
紗
』

の
構
成

（叙
述
順
序
）
は
、

『
七
帖
見
間
」
と
全
同
で
は
な
い
が
大
概

一
致
し
て
い
る
。
因
み
に
同
館
に
は
ま
た
、
文
安
三
年
仙
波
星
埜
山
に
て
書
写
の
一
本
も
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
日
隆
聖
人
当
時
の
流
行
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
見
聞
』
の
刊
本
と
し
て
は
、
現
在
、
全
巻

一
具
の
本
は
な
く
、

「
一帖
抄
』
は
本
宗
刊
の

『法
華
宗
名
目
見
問
題
号
釈
他
三
書
』
に
、
ま
た

『
五
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帖
抄
』
は
、
仏
立
義
書
第
二
巻
に
、
五
帖
抄
以
外
の
部
分

（二
帖
抄
を
含
む
）
は
、
仏
立
教
学
院
刊
の

『
日
蓮
所
立
五
時
四
教
名
目
見
聞
」
に
収
録

さ
れ
て
い
る
。
然
る
に
、
後
者
中
に
は
、

『
見
聞
』
第
十
三
帖
目

（四
善
根
の
下
２
修
道
の
下
）
の
一
巻
分
を
全
く
欠
い
て
い
る
。
こ
の
理
由
は
、

現
行
本
よ
り
は
窺
う
事
が
で
き
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。

「
日
隆
聖
人
教
学
の
序
説
」
前
掲
。

『
開
述
顕
本
宗
要
集
』
所
引
の

『
類
衆
抄
』
を
、

『
天
台
名
目
類
衆
抄
』

と
同

一
視
す
る
向
き
が
あ
る
が
、
私
見
で
は
、
政
海
の

『宗
要
集
類
衆

抄
』
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
後
考
に
侯
ち
た
い
。

（Ｗ

・
・２
ｏ
４
）

日
隆
聖
人
著

『
名
目
見
間
』
の
一
考
察
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